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し
画
面
を
二
分
す
る
。
樹
々
間
の
空
間
、
斜
に
の
び
た
適
、

都
鳥
の
画
業
の
集
大
成
と
も
い
え
る
作
品
で
あ
る
。

少
し
右
寄
り
に
位
置
す
る
人
物
な
ど
が
奥
行
を
表
現
す
る
。

日
本
の
高
湿
の
自
然
を
、
淡
い
調
子
で
水
彩
画
風
に
仕
上
げ
ら
れ
た
秀
作
で
、
死
去
す
る
前
年
の
第
五
回
新
文
展
に

出
品
さ
れ
た
。
画
面
構
成
は
、
点
景
人
物
(
画
面
の
下
部
四
分
の
二
に
視
点
を
置
き
、
上
部
は
左
右
に
粉
々
を
配
置

都鳥 実害「村の道」 (油彩、 1942年、 115.8c.mX80.9(、m)



みる・かたる・つくる-

房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
1
 
4

烏

英

喜

展

四
月
二
十
七
日
㈱
̃
五
月
二
十
日
㈲

都
鳥
葉
音
へ
と
と
り
・
え
い
き
)
。

こ
の
日
本
近
代
洋
画
史
に
名
を
残

す
ひ
と
り
の
洋
画
家
に
つ
い
て
、

そ
の
生
涯
、
ま
し
て
そ
の
画
業
に

つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
な
い
一
(
一

明
冶
六
年
二
八
七
三
)
堀
田

滞
罵
術
指
南
役
を
勤
め
た
父
重
戌

と
母
た
き
の
三
男
と
し
て
、
現
・

佐
倉
肩
に
生
ま
れ
、
昭
和
十
八
年

二
六
四
三
一
京
都
で
死
去
す
る

ま
で
の
し
十
年
の
間
、
太
平
洋
画

会
の
設
立
・
関
西
洋
画
壇
の
形
成

と
多
種
活
躍
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
突
詰
の
名
は
、
今
日
で
は
忘

れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
至
っ
た
要

因
に
は
い
く
つ
か
上
げ
ら
れ
る
が

そ
の
第
一
は
、
作
品
を
見
る
機
会

が
少
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
か
す

か
に
死
去
の
翌
年
大
礼
記
念
美
術

館
(
現
∴
思
都
南
美
術
館
)
の
常

設
の
一
環
と
し
て
開
か
れ
た
小
規

摸
な
遺
作
展
が
あ
る
の
み
で
あ
り

そ
の
惹
味
か
ら
も
今
回
の
展
覧
会

は
、
初
め
て
の
本
格
的
な
回
顧
煤

で
あ
る
し

第
二
の
要
因
と
し
て
は
、
葉
書

の
従
兄
で
あ
り
師
で
も
あ
る
浅
井

忠
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ

る
。
父
重
戊
の
兄
常
明
の
千
が
浅

井
忠
で
あ
り
、
実
害
に
と
っ
て
は

最
も
血
の
濃
い
従
兄
弟
に
あ
た
る
。

浅
井
忠
は
、
幼
年
に
父
を
亡
し
、

都
鳥
家
を
後
見
と
し
て
成
人
し
た

た
め
、
都
鳥
家
に
対
す
る
恩
義
の

念
は
強
い
も
の
が
あ
っ
た
一
〕

薬
害

は
、
法
理
の
従
兄
以
上
の
愛
に
つ

㍉
メ

つ
ま
れ
、
営
か
れ
て

男の顔1908

行
く
.葉

音
は
、
幼
年
時

代
に
上
京
。
明
治
十

八
年
へ
一
八
八
五
)
よ

り
四
年
間
、
中
江
兆

民
に
つ
い
て
漢
学
を

宰
ふ
じ

法
律
を
思
し

て
上
京
し
た
と
言
わ

れ
る
か
、
そ
の
確
証

は
な
い
。
明
冶
二
十
一
年
二
八

八
八
)
浅
井
忠
に
西
洋
画
を
学
ぶ
。

こ
の
西
洋
画
の
修
得
が
、
重
要
な

役
割
を
果
す
こ
と
と
な
る
。
明
治

二
十
九
年
(
一
八
九
六
)
福
沢
論

詰
が
主
宰
す
る
東
京
時
事
新
報
杜

に
入
社
。
絵
画
及
び
美
術
の
事
域

を
担
当
し
、
散
楽
画
家
と
し
て
新

聞
の
押
絵
を
描
く
。
こ
の
入
社
に

っ
い
て
は
、
浅
井
忠
が
日
活
戦
争

の
際
、
時
事
新
報
通
信
員
と
し
て

経
常
し
て
い
る
し
こ
ろ
か
ら
、
浅

井
の
紹
介
に
よ
る
も
の
と
煮
え
ら

れ
る
′
)

浅
井
に
教
示
さ
れ
た
絵
画

が
、
生
活
の
基
盤
と
な
り
糧
と
な

る
。
さ
ら
に
明
冶
三
十
五
年
二

九
〇
二
)
新
設
さ
れ
た
京
都
高
等

工
芸
学
校
の
教
授
と
し
て
浅
井
が

赴
任
し
、
葉
書
も
諸
姉
と
し
て
京

都
へ
移
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
浅
井

の
推
鷹
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
京
都
高
等
工
芸
学
校
は
、
死
去

す
る
ま
で
の
主
た
る
仕
事
場
と
な

る
、
京
都
で
の
活
動
は
、
浅
井
と

と
も
に
捗
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち

明
冶
三
十
六
年
二
九
〇
三
)
当

時
の
家
熟
を
合
併
し
て
設
立
モ
ノ
れ

た
聖
護
院
洋
画
研
究
所
で
は
、
浅

井
を
助
け
伊
蕨
快
彦
・
牧
野
克
次

ち
と
後
進
を
育
成
し
、
そ
れ
が
母

体
と
な
っ
て
三
年
後
開
設
さ
れ
た

開
西
美
術
院
で
は
敦
段
と
な
っ
て

活
躍
し
た
し

特
に
後
者
は
、
浅
井

の
亡
き
後
、
螺
子
木
孟
即
か
中
心

的
脂
厚
着
と
な
る
が

そ
の
期
間
は
短
く
、

実
質
的
指
厚
着
は
英

雷
と
言
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。
二
つ
の
研

究
所
か
ら
は
、
安
井

曹
太
郎
、
梅
原
龍
三

郎
を
は
じ
め
多
く
の

逸
材
が
世
に
輩
出
し

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
英

音
の
活
動
は
、
浅
井

の
名
声
に
隠
れ
て
し

ま
っ
て
も
仕
方
な
い

諸寄村(習作) 1913

と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
突
詰
白
身

の
画
家
と
し
て
の
活
動
に
注
目
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

明
冶
二
十
四
年
(
二
八
九
一
)

明
冶
美
術
会
第
三
回
展
に
「
武
具
」

へ
水
彩
)
を
出
品
。
画
壇
へ
の
デ

ビ
ユ
I
を
す
る
。
こ
の
明
冶
美
術

会
は
、
明
治
三
十
年
前
後
に
は
黒

田
清
輝
を
中
心
と
す
る
自
場
合
の

結
成
等
に
よ
る
弱
体
化
、
さ
ら
に

展
覧
会
問
題
等
に
よ
る
体
刑
の
悪

化
を
生
じ
、
そ
れ
ら
に
憤
り
を
持

っ
高
年
画
家
た
ち
は
、
洋
画
詰
年

会
を
組
般
し

こ
の
発
議
は
、
葉
書

に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

岡
粒
一
・
滴
谷
田
四
郎
・
鹿
子
木

五
郎
・
有
吉
男
太
・
渡
部
審
也
・

天
命
正
愛
・
膿
村
知
子
多
・
大
下

膿
次
郎
ら
が
参
画
し
て
い
る
′

こ

の
洋
画
音
年
会
が
楊
と
な
り
明
冶

●

美
術
会
を
太
平
洋
面
会
と
改
称
、

英
葦
に
と
っ
て
中
央
画
壇
の
重
要

な
活
動
の
場
と
な
る
。
し
か
し
、

同
会
展
へ
の
出
品
は
、
断
続
的
に

し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
明

治
四
十
年
二
九
〇
七
)

開
設
し

た
文
展
及
び
そ
の
流
れ
を
く
む
帝

展
・
新
文
展
へ
の
出
品
も
ま
た
断

続
的
で
あ
る
。
英
畠
の
活
動
の
場

は
、
や
は
り
京
都
で
あ
る
。
当
時

京
都
最
大
の
洋
画
固
体
で
あ
る
関

西
美
術
会
に
参
画
し
、
そ
の
第
二

回
嘆
か
ら
鹿
賀
会
が
中
止
と
な
る

ま
で
出
品
を
つ
つ
け
、
京
都
市
美

術
展
で
は
審
査
員
と
し
て
出
品
し

活
躍
し
た
し

こ
の
よ
う
な
活
動
か

中
央
画
壇
を
中
心
と
す
る
今
日
ま

で
の
研
究
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ

怠
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る
作
家
の
ひ

と
り
と
な
/
ノ
た
最
大
の
婁
園
と
言

2



-みる・かたる・つくる

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
ぜ
中
央
画
壇
か
ら
離
れ
て
行

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
展
覧
会

で
は
、
藁
葺
の
生
涯
を
通
じ
油
彩

五
十
五
点
、
水
彩
九
点
、
パ
ス
テ

ル
二
鳥
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
が

そ
れ
ら
を
一
施
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
新
思
潮
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど

受
け
て
い
な
い
作
家
で
あ
る
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ね
す
か

に
、
大
正
八
年

(
一
九
一
九
)

か

ら
約
二
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
の

際
の
作
品
に
、
印
象
派
の
影
響
が

認
め
ら
れ
る
精
度
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
初
期
の
代
表
的
作
品
と
も

言
え
る
「
男
の
顔
」

(
京
都
市
美

術
館
蔵
「
籠
埋
」

の
習
作
)

は
、

浅
井
の
脂
派
と
櫓
せ
ら
れ
た
両
側

に
近
く
、
瑠
写
前
の

「
諸
寄
村
」

「
上
高
地
」

で
は
、
パ
ス
テ
ル
的

な
油
彩
画
を
描
い
て
い
る
が
、
こ

れ
は
暁
子
本
五
郎
の
彩
管
に
よ
る

も
の
と
思
お
れ
る
。
さ
ら
に
、
帰

国
後
は
、
日
本
の
高
温
の
自
然
を

描
き
つ
づ
け
、
晩
年
の
代
表
作
「
村

の
道
」

で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ

く
ま
で
油
彩
に
よ
る
自
然
へ
の
同

化
を
日
ざ
し
、
歳
の
か
か
っ
た
よ

う
な
淡
白
な
両
面
に
仕
上
げ
て
い

る
。
英
富
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新

思
潮
に
余
り
彬
轡
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
ひ
た
す
ら
ひ
と
り
信
じ
る
絵

画
を
描
き
つ
づ
げ
、
き
ち
に
後
進

の
指
増
に
使
命
感
を
施
き
つ
づ
け

●

た
。
こ
の
よ
う
な
英
官
に
と
っ
て

新
思
潮
を
好
む
中
央
画
壇
は
疎
遠

の
も
の
と
な
り
、
ま
た
中
央
画
壇

か
ら
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
な

く
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
展
覧
会
を
契
機
と
し
て
、

都
鳥
芙
蓉
の
画
業
に
、
正
当
な
評

価
が
与
え
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(
前
川
公
秀
)

鞭
収
蔵
作
品
展

第
一
期

三
月
二
十
日
㈹
̃

八
月
二
十
六
日
㈲

第
二
期

十
一
月
三
十
日
㈲
̃

一
月
十
三
日
㈲

今
年
度
は
、
洋
画
、
日
本
画
、

彫
型
、
工
芸
、
膏
の
五
つ
の
分
野

か
ら
、
明
治
以
降
の
美
術
の
流
れ

を
追
っ
て
、
本
館
の
収
蔵
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
の

香
取
秀
典
に
ひ
き
つ
づ
き
、
房
総

ゆ
か
り
の
作
家
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
今
回
は
、

大
網
白
里
町
の
伍
ま
れ
で
、
二
十

年
近
く
パ
リ
で
暮
し
、
自
己
の
面

倒
を
追
い
続
け
た
原
勝
部
(
一
八

八
九
̃
一
九
六
六
)

と
、
草
間
劉

生
に
師
事
し
強
い
彬
轡
を
う
げ
、

船
櫓
吊
に
在
住
し
て
千
葉
県
の
美

術
界
に
大
き
な
功
組
を
残
し
た
椿

貞
雄
へ
一
八
九
六
̃
一
九
五
七
)
を

と
り
あ
げ
ま
し
た
。
併
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

主
な
作
品
の
紹
介

「
当
の
中
の
小
成
」
一
八
八
六
年
頃
油
彩

ギ
ユ
ス
タ
ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ
二

八
一
九
-
一
八
七
七
)

作

「
レ
ア
リ
ス
ム
」
を
標
優
し
、

近
代
美
術
史
に
大
き
な
彬
轡
を
与

え
た
ク
ー
ル
ベ
は
、
社
会
の
あ
り

の
ま
ま
の
人
間
や
鳳
寮
を
題
材
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
森
の
中
の
動

物
を
好
ん
で
描
い
て
い
ま
す
。
こ

の
作
品
の
雄
と
雌
の
髄
は
、
ル
ー

ブ
ル
美
術
館
所
蔵
の

「
雁
の

つ
か

く
れ
地
』
」
な
ど
二
、
三
の
他
の
作

品
の
中
に
も
、
様
々
に
組
み
あ
れ

廿
「
巧
れ
て
淡
場
し
て
い
ま
す
。

「
有
半
」

記
し
二
年
・
塙
彩

東
山
魁
夷

二
九
〇
八
̃
)

東
山
魁
夷
の
鳳
景
画
に
は
、
見

て
い
る
も
の
を
吸
い
込
ん
で
し
ま

う
不
思
議
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
作
者
の
心
象
胤
京
で
あ

り
、
生
命
の
温
か
さ
を
好
む
人
柄

が
欠
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
第
五
同
日
鹿
出

品
作
で
、
夜
中
に
降
り
続
い
た
雪

が
明
け
方
に
は
止
ん
で
、
音
と
臼

に
葉
め
わ
け
ち
れ
た
山
の
情
景
を

描
い
て
い
ま
す
。
積
も
っ
て
も
す

ぐ
に
と
は
て
し
ま
う
春
の
当
の
柔

ら
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
地
を
這
う
も
の
ど
も
附
し

一
九
八
.
年
・
石

●

山
崎
莫
五

二
九
四
七
-
一
九

八
二
)

作

彫
刻
を
多
く
の
人
に
、
い
つ
も

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
屋
外
や

館
内
の
常
設
展
示
を
図
っ
て
い
ま

す
。玄

関
前
、
県
民
ア
ト
リ
エ
側
に

黒
み
か
げ
石
の
、
か
ぶ
と
虫
を
思

れ
せ
る
彫
刻
が
展
示
し
て
あ
り
ま

す
。
作
者
は
館
山
樟
出
身
で
、
新

制
作
協
会
で
活
躍
し
、
将
来
を
期

待
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
三
十
五

歳
で
惜
し
く
も
急
逝
し
ま
し
た
。

「
他
を
這
う
も
の
ど
も
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
幼
い
頃
か
ら
親
し
ん

だ
鬼
頭
や
小
動
物
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
連
作
を
続
け
、
こ
の
作
品
(
写

真
)
で
第
四
十
五
回
新
制
作
協
会

岐
新
作
家
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

(
小
泉
幸
代
)

ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ

ギ
ユ
ス
タ
ー
ヴ

浅
井

忠

信
井

柏
手

安
井
曽
太
郎

大
久
保
作
次
郎

林板
倉

山
間
一
間

松
本

日
本
画

高
取

若
木

渡
辺

松
尾

倭
衛鼎

了
一

秋
美

敏 風
男学山堂

」■慎二=一一二卸轡由“日砥軽重三三

展
示
作
家
(
第
一
期
の
み
)

洋
画カ

ミ
ー
ユ
・
コ
ロ
I

彫
塑礁

野

天
光

鈴
木

章

水
村
賢
太
郎

中
高

幹
夫

船
人
i
∴
∴
繍

工
芸香

取

秀
寅

宮
之
願

謙

信
田

津

古
木

滋
方

錐
木

治
平

上
肥

満

雪
組

松
堀

江
用

磐
滞

大
信

隆
子

高
沢

高
給

ク
ー
ル
ベ

松
岡

寿

黒
田
重
太
郎

梅
源
観
三
郎

石
椿

武
治

中
西

利
雄

小
堀

進

山
谷

鉄
一

斎
藤

捷
夫

東
山

魁
夷

杉
原

元
大

関

主
税

高
畑

郎
千

綿
引

司
郎

大
須
賞

力

郡
司

和
男

山
崎

英
五

津
田

信
夫

香
取

正
彦

山
本

丑
年

嫌
的
∴
番
宰

大
須
質
∴
避

石
井

讐
石

浅
見

書
庫

小
暮

昔
風

浅
見

錦
龍



みる・かたる・つくる-

千
葉
県
立
美
術
館
を
去
る
に
あ
た
っ
て

高

橋

在

久

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
干

葉
県
立
美
術
館
の
館
長
を
最
後
に
、

慣
例
に
従
い
三
月
末
日
に
、
思
い

出
多
い
教
育
公
務
員
生
活
に
終
止

符
を
う
ち
引
退
し
ま
し
た
。
三
十

四
年
間
の
道
桂
で
の
ご
指
尊
と
ご

支
接
に
対
し
、
心
か
ら
の
感
謝
を

さ
さ
げ
ま
す
。

三
十
囲
年
間
は
戦
後
の
大
部
分

で
す
が
、
私
に
は
つ
い
き
の
う
の

こ
と
の
よ
う
に
回
想
で
き
ま
す
。

私
は
千
葉
県
の
公
立
高
等
学
校
に

二
年
間
ほ
ど
勤
務
し
た
後
、
昭
和

二
十
七
年
三
月
一
日
付
け
で
、
井

内
慶
次
郎
社
会
教
育
課
長

(
元
文

部
事
務
次
官
、
現
国
立
教
育
会
館

館
長
)

に
起
用
さ
れ
、
文
化
財
係

の
創
設
準
備
要
員
と
し
て
、
千
葉

県
教
育
委
員
会
で
の
勤
務
が
始
ま

り
ま
し
た
。

業
務
は
各
植
文
化
財
の
調
布
・

研
究
・
措
定
・
活
用
な
ど
の
専
門

性
が
聞
お
れ
た
行
政
で
、
千
葉
県

で
の
草
分
け
の
一
人
と
し
て
労
力

し
、
文
化
財
主
事
第
一
号
の
光
栄

に
浴
し
ま
し
た
。
十
八
年
間
は
ど

文
化
財
保
腰
行
政
の
担
当
者
と
し

て
過
ご
し
ま
し
た
が
、
不
思
議
な

く
ら
い
初
仕
事
の
開
設
準
備
と
運

営
に
参
画
し
ま
し
た
。

文
化
財
係
か
ら
文
化
財
墨
の
創

設
と
室
長
現
住
、
文
化
課
の
新
設

と
課
長
補
佐
へ
の
昇
格
が
そ
れ
で

す
。
行
政
に
参
画
し
た
十
八
年
間

の
私
は
、
文
化
財
保
護
の
仕
掛
人

だ
っ
た
と
も
要
約
で
き
そ
う
で
す
。

こ
の
間
、
思
い
出
深
い

で
時
給
の

民
話
』
(
未
来
社
印
)

や
「
生
活
の

年
輪
』

(
桜
楓
社
刊
)
な
ど
の
著

書
も
残
し
ま
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら

は
、
文
化
課
の
課
長
補
佐
か
ら
、

千
葉
県
主
点
博
物
館
第
一
号
の
上
総

博
物
館
館
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
勲
原
敬
市
長

(
現
文
化
庁
長

官
)

か
ら
直
接
の
指
示
を
い
た
だ

き
、
.
四
年
間
「
蛤
史
の
な
か
の
房

総
」
を
主
題
に
し
た
博
物
館
の
楯

梁
と
、
大
衆
化
の
た
め
の
初
体
験

を
、
一
騎
当
千
の
館
員
諸
氏
と
共

に
し
ま
し
た
。

地
域
の
文
化
工
作
者
を
自
認
し

●

て
い
た
私
の
得
意
の
時
代
で
あ
り

ま
し
た
。
年
令
も
四
十
歳
を
過
ぎ

た
ぽ
か
り
で
あ
り
、
歴
史
や
そ
の

遺
産
の
再
発
見
と
普
及
事
業
が
、

理
想
的
に
峡
間
し
軌
道
化
し
た
印

象
は
消
え
ま
せ
ん
。
印
象
と
い
え

ば
、
昭
和
四
十
八
年
の
若
潮
国
体

の
際
に
、
ご
来
県
の
皇
太
子
殿
下

ご
夫
妻
を
、
「
千
葉
県
先
覚
展
」
に

お
迎
え
し
、
お
食
事
ま
で
ご
一
緒

し
た
こ
と
も
大
き
な
思
い
出
で
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
二
男
総
の
年

輪
」
(
創
樹
社
刊
)
や
「
房
総
昔
話

散
華
も
(
創
樹
社
刊
)
な
ど
の
著
書

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
川
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

は
、
大
柄
和
夫
県
教
育
長

(
現
船

橋
市
長
)

か
ら
内
示
と
課
題
を
い

た
だ
き
、
県
立
美
術
館
副
館
長
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
の

ご
緑
が
深
ま
り
、
松
戸
節
三
先
生

と
市
原
正
夫
先
生
の
二
人
の
館
長

を
補
佐
し
ま
し
た
が
、
当
初
は
他

設
不
備
の
な
か
で

「
み
る
・
か
た

る
・
つ
く
る
」
美
の
広
場
の
栂
架

に
苦
労
し
、
半
面
で
は
、
公
立
美

術
館
と
し
て
の
個
性
確
立
に
も
励

み
ま
し
た
。

目
標
は
日
本
近
代
洋
画
界
の
先

駆
的
巨
匠
で
、
佐
倉
市
で
成
人
し

た
浅
井
忠
の
顕
彰
を
軸
に
、
地
域

に
根
ざ
し
た
世
界
史
観
の
確
立
と
、

独
白
の
研
究
企
画
展
を
堪
本
に
し

た
経
営
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
三
代

目
館
長
に
就
任
し
た
四
年
間
も
同

じ
路
線
で
あ
ゆ
み
、
今
井
正
螺
教

育
長
の
格
別
の
ご
支
援
で
、
開
館

十
年
で
「
浅
井
忠
記
念
貨
腿
』
な

ど
が
開
催
で
き
、
十
年
間
の
あ
ゆ

み
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
、
大
き

な
感
激
を
館
員
と
体
験
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
の
著
辞
は
、
上
総
博
物
館

で
開
眼
し
た

「
東
京
湾
水
土
記
』

(
未
来
社
刊
)

を
は
じ
め
数
個
が

あ
り
、
近
く
同
社
か
ら

「
浅
井
忠

の
原
鳳
景
』
も
刊
行
さ
れ
ま
す
。

定
年
退
鞭
を
機
会
に
、
地
域
の

文
化
工
作
者
と
し
て
の
、
三
十
二

年
間
の
さ
さ
や
か
な
あ
ゆ
み
を
ふ

り
返
っ
て
見
ま
し
た
。
手
前
昧
憎

の
感
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
が
、
現
在

一
人
の
野
人
と
し
て
抱
い
て
い
る

●

感
想
は
、
三
機
関
に
勤
続
し
た
三

十
二
年
間
、
ど
こ
で
も
い
つ
で
も

上
司
や
友
人
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
、

地
域
の
文
化
の
仕
掛
人
と
し
て
、

理
念
と
実
践
の
間
に
は
大
き
な
ひ

ら
さ
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
も
、
私
は
ど
こ
で
も
順
応
性
が

発
揮
で
き
、
歴
史
学
を
基
調
に
し

た
学
際
的
な
見
識
を
培
養
し
な
か

ら
、
夢
見
る
こ
と
の
多
か
っ
た
教

育
公
務
員
生
活
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
す
で
に
始
動
し

て
お
り
ま
す
が
、
日
本
水
土
文
化

研
究
所
(
東
京
都
文
京
区
湯
島
二
.

-
二
-
一
創
樹
社
内
)
を
拠
点
に

い
た
し
ま
す
。
地
域
の
水
上
と
文

化
の
腫
史
を
軸
に
、
多
面
的
な
学

芸
集
団
を
形
成
し
な
が
ら
、
研
究

と
普
及
を
図
り
た
い
と
期
し
て
お

り
ま
す
。
住
所
は
相
変
ら
ず
刊
N

窪
-
】
N

富
津
市
大
堀
一
五
五
一

番
地
で
す
。

有
縁
の
各
位
の
弥
栄
を
祈
念
し

な
が
ら
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。再

見
。

(
前
館
長
)



昭
和
5
 
9
年
度

事
業
案
内

術
展会

期
内
容

●
6
月
1
 
9
日
̃
7
月
8
日

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ

ーみる・かたる・つくる

昭
和
5
8
年
度
も
質
料
収
集
方
針

に
則
り
質
料
の
収
集
に
努
め
、
そ

の
言
刷
り
∵

こ
れ
ま
て
館
韻
事
で

紹
介
し
て
き
た
が
、
各
部
門
ご
と

に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

日
本
画

・
購
一
八

百
奇
夜
行
、
は
か
1
点
〈
浅
井
忠
)

・
寄
贈

田
植
之
図
、
ほ
か
4
点
へ
浅
井
忠
)

浅
井
忠
画
・
池
辺
義
象
歌

(
浅
井

忠
・
池
辺
義
象
一
、
鳳
の
中
の
釈

迦
一
岩
崎
巴
人
一
、
五
百
羅
深
は

か
1
点

(
田
岡
樟
径
)
、
醤
積
院

の
庭
一
様
に
芳
周
一

洋
画

・
購
入

塚
本
∴
埴
肖
像
へ
和
田
実
作
)
、
犬

と
人
力
車
、
は
か
1
 
「
点
一
浅
井
息
)

a
 
S
 
p
e
-
し
∴
∴
-
し
a
「
e

(
松
本
秋

美
)
、
絵
画
(
高
森
登
志
夫
)
時

の
跡
一
斉
線
最
高
と
、
海
辺
の
光

景
(
斎
藤
捷
夫
)
、
窓
辺
の
少
女

(
石
橋
武
冶
)

・
寄
贈

楽
器
の
あ
る
博
物
、
ほ
か
4
点
(
三

鱗
兄
弟
冶
)

彫
塑

・
贈
入

C
・
1

r
 
C
・
1

e
 
a
 
n
d
 
t
 
r

工
a
 
n
 
g
l
一
米
粒
雄
一
)

地
を

這
う
も
の
ど
も
Ⅷ
、
ほ
か
一
点

(
山
崎
英
五
)

・
寄
贈

地
を
這
う
も
の
ど
も
洲

(
山
崎
莫

五
)

工
芸

・
寄
贈

「
作
品
6
3
-
1
」
室
内
と
う
ろ
う

(
夫
項
買
遊
)

害・
寄
贈

向
隼
十
手
座
右
銘
、

は
か
1
点

へ
浅

兄
喜
舟
)

桜
舟
)

い
ち
は
歌

(
千
代
合

そ
の
他
、
研
究
質
料
と
し
て
、

浅
井
忠
の
膏
輔
へ
都
鳥
英
語
宛
)
、

教
科
書
へ
浅
井
忠
常
)
、
関
係
質
料

等
H
点
の
需
鞠
か
お
っ
た

塚
本
靖
肖
像

和
田
実
作

特
別
展

「
ミ
レ
ー
、
コ
ロ
I
、
ク

ー
ル
ベ
展
」

会
期

9
月
1
日
-
1
 
0
月
1
 
0
日

周
容

近
代
絵
画
の
彫
戊
に
賞

献
し
た
、
こ
レ
̃
 
、
コ
ロ

I
 
、
ク
ー
ル
ベ
、
そ
の

他
パ
ル
∴
ヒ
ゾ
ン
図
倍
作

家
に
焦
点
を
当
て
、
そ

の
多
彩
な
活
動
を
ふ
り

か
、
↓
へ
る
。

特
別
展
「
速
水
御
舟
と
そ
の
周
辺
」

会
期

1
月
1
 
9
日
̃
2
月
2
7
円

周
谷

本
県
茂
原
市
の
旧
家
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
た

御
舟
の
果
た
し
た
役
割

を
、
大
正
・
昭
和
を
中

心
と
し
た
近
代
日
本
画

の
流
れ
の
中
に
位
置
づ

け
る
.

都
鳥
美
雪
展
-
房
総
の
美
術
家
シ

リ
ー
ズ
用

州
芸
術
家
協
会
が
審
査

・
選
抜
し
た
作
家
達
の

作
品
を
紹
介
す
る
/
一

第
一
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展

会
期

2
月
2
日
̃
2
月
2
4
日

向
容

膏
薬
の
森
公
園
の
彫
刻

広
場
に
畳
置
す
る
作
品

を
全
国
公
放
し
、
そ
の

受
筒
作
品
-
硬
い
.
入
違
作

品
を
嬢
示
公
開
す
る
ぐ

第
八
回
千
葉
県
移
動
美
術
館

会
期

佐
原
吊
中
央
公
民
館

9
月
1
 
2
日
̃
9
月
3
0
日

詰
聖
中
央
公
民
館

1
0
月
3
日
̃
川
月
2
1
日

向
客

本
館
収
蔵
作
晶
の
鑑
賞

の
機
会
を
広
く
県
民
に

拡
大
し
、
地
域
文
化
の

振
興
に
寄
与
す
る
た
め

原
画
2
か
所
で
行
う
。

◎
日
本
画
入
門
講
歴

へ
7
日
間
)

一
期

6
月
̃
7
月

◎
日
本
画
研
修
満
雄

(
1
日
間
)

一
期

日
月
̃
1
 
2
月

◎
デ
ソ
サ
ン
入
門
講
座
(
各
3
日
間
)

一
期

7
月

二
期

8
月

三
期

日
月

間
期

2
月

◎
洋
画
入
門
誹
唯

(
各
1
日
間
)

普

及

事

業

会
期

内
容

4
月
2
 
7
日
̃
5
用
2
 
0
日

本
原
佐
倉
串
で
生
ま
れ

主
に
太
平
洋
画
展
、
関

西
美
術
会
展
に
出
品
し

関
西
美
術
界
の
重
鎮
と

し
て
活
躍
し
た
都
鳥
葉

書
の
初
め
て
の
圃
顧
嬢
.

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
現
代
美

美
術
講
演
会

特
別
展
に
関
遵
さ
せ
、
展
覧
会

の
内
容
を
よ
り
深
く
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
本
年
度
2
同
行

つ
。
(
9
月
1
 
6
日
、
1
月
2
7
日
)

美
術
を
語
る
会

特
別
展
、
企
画
痕
等
に
関
連
さ

せ
、
本
年
5
回
行
う
。

実
技
講
座

一
期

6
月
̃
7
月

二
期

9
日
̃
1
 
0
月

◎
洋
画
研
修
講
座
一
缶
4
日
間
)

一
期

6
月
̃
7
月

二
期

8
月
-
9
月

三
期

n
月

◎
版
画
入
門
溝
薙
(
7
日
間
)

一
期

8
月

◎
彫
華
人
門
講
座
一
7
日
間
)

一
期

重
0
月
̃
日
月

◎
胸
章
入
門
講
座
(
6
日
間
)

一
期

6
月
-
7
月

◎
陶
芸
研
修
講
座
(
6
日
岡
)

一
期

9
月
̃
1
 
0
月

◎
七
宝
焼
入
門
確
度
(
2
日
間
)

一
期

9
月

◎
書
芸
入
門
講
座
二
6
日
間
)

一
期

1
 
0
用
̃
n
用

◎
書
芸
研
修
講
座

(
各
2
日
間
)

一
期

7
月

二
期

2
月

◎
て
ん
刻
入
門
癌
腫
へ
各
2
日
間
)

一
期

8
月

二
期

1
2
月



みる・かたる・つくる-

…
実
技
講
座

◎
日
本
画
入
門
講
座

期
日

6
月
1
5
・
1
6
・
2
9

0
0
・
了
月
1
8
・
1
9

2
0
日

講
師

宮
沢
一
雅
氏

申
込
締
切

6
月
2
日

◎
陶
芸
入
門
講
座

期
日

6
月
1
7
・
1
8
・
1
9

2
0
・
2
 
7

7
日
‥
6
日

講
師

明
石

昇
氏

申
込
締
切

6
月
2
日

◎
書
芸
研
修
講
座

期
日

了
月
1
0
日
-
1
 
4
日
の

う
ち
2
日
間

講
師

浅
見
錦
龍
氏

申
込
締
切

6
月
2
5
日

◎
デ
ッ
サ
ン

(
水
彩
)
入
門
講

座期
日

了
月
下
句

講
師

戸
田
健
夫
氏

申
込
締
切

7
月
上
旬
.

◎
版
画
(
鎮
版
)
入
門
講
座

期
日

8
月
4
̃
1
0
日

講
師

平
野
正
房
氏

期
日

8
月
2
5
・
2
6
日

講
師

霊
園
鴻
常
民

申
込
締
切

了
月
2
8
日

◎
陶
芸
研
修
講
座

期
日

9
月
4
・
5
・
2
0
・
1
 
0

月
2
・
3
・
2
0
日

詰
帥

上
滝
勝
治
氏

申
込
締
切

8
月
2
 
1
日

◎
洋
画
入
門
講
座
(
第
二
期
)

期
日

9
月
8
・
9
・
2
2
"
2
3

・
1
0
月
1
3
・
1
4
日

経
師

根
岸
茂
行
氏

申
込
締
切

8
月
2
5
日

※
受
講
し
た
い
方
は
、
往
復
は
が

ご
あ
ん
な
い

さ
に
、
講
座
名
、
住
所
、
氏
名

年
令
、
友
の
会
会
員
の
方
は
会

員
番
号
を
御
記
入
の
、
つ
、
え
、
美

術
館
学
芸
課
普
及
班
あ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

̃

申
込
締
切

1
月
2
 
1
日

言
洋
画
研
修
講
座
(
第
二
期
)

̃

期
日

8
月
㌢
1
 
9
・
9
月

(

1
.
2
日

̃

講
師

高
橋
規
矩
治
郎
氏

へ

申
込
締
切

8
月
4
目

す
て
ん
刻
入
門
講
座

一
-
-
-
-
-
●
-
-
1
1
-
1
-
1
1
1
1
1
1
-
1
●
-
●
-

団

体

展

●
第
2
9
園
二
村
千
葉
支
部
展

5
月
2
2
日
̃
5
月
2
7
日

●
二
紀
会
千
葉
県
支
部
展

5
月
2
2
日
̃
5
月
2
7
日

●
第
1
回
一
陽
会
干
葉
展

5
月
2
9
日
̃
6
月
3
日

●
第
n
園
子
虹
全
日
本
画
展

●
・
-
-
i
-
-
・
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
・
-
-
-
-
-
1
1
1
-

●

5
月
2
9
日
̃
6
月
3
日

●
第
5
園
子
奨
金
展

6
月
5
日
̃
6
月
1
 
0
日

●
第
的
回
教
噴

6
月
5
日
̃
6
月
1
 
0
日

●
第
8
国
選
の
県
展

6
月
1
2
日
-
6
月
1
7
日

●
日
本
画
秀
峰
会
展

6
月
1
 
2
日
̃
6
月
2
4
日

●
千
葉
蕪
辞
通
協
会
展

6
月
1
 
9
日
̃
6
月
2
4
日

●
第
1
 
7
回
千
葉
県
高
校
合
同
写

真
展

6
月
1
 
9
日
̃
6
月
2
4
日

●
第
了
回
精
鋭
展

6
月
2
6
日
̃
1
月
8
日

●
第
2
回
へ
明
日
を
拓
く
)
教

育
美
術
膿

7
月
3
日
̃
7
月
8
日

●
第
5
同
音
枢
干
葉
展
&
国
際

扇
面
展7

月
的
日
̃
7
月
1
 
5
日

●
第
1
 
6
四
千
楽
市
水
墨
画
同
好

会
速
全
会
展

了
月
1
7
日
̃
1
月
2
9
日

●
中
央
美
術
協
会
千
葉
支
部
虞

7
月
3
1
日
̃
8
月
5
日

●
第
5
4
回
習
美
会
初
夏
展

了
月
3
1
日
̃
8
月
5
日

●
第
4
回
目
本
番
秋
書
院
千
薬

県
書
道
連
盟
展

7
月
3
1
日
̃
8
月
5
日

-
●
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
・
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
1
-
1

特
別
展
入
館
料
の
免
除
対
象
者

六
月
十
五
日
(
千
葉
県
民
の
日
)

及
び
六
十
五
才
以
上
の
者
、
又
は

身
体
障
害
者
(
介
護
者
を
含
む
一

精
神
薄
弱
者
の
方
は
入
館
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

日

誌

抄

9

4
月233272

群
馬
県
教
育
委
員
会
よ
り

来
館

千
葉
県
立
美
術
館
協
議
会

辞
令
交
付

野
外
彫
刻
場
に
北
村
西
望

作
「
天
女
の
第
〇
設
置

友
の
会
役
員
会
(
理
事
会

・
評
議
員
会
)

千
葉
県
美
術
館
・
博
物
館

学
芸
課
長
・
庶
務
課
長
会

議企
画
展
「
都
鳥
実
害
展
」

始
ま
る
(
5
月
2
0
日
ま
で
)

1
 
6

八
王
子
資
料
館
よ
り
来
館

職

員

異

動

昭
和
5
9
牢
4
月
1
目
付
け
で
次

の
職
員
が
異
動
し
ま
し
た
。

圏
退
職
者

高
僑
在
久

(
館
長
)

弦
転
出
者

高
橋

瑛
(
主
査
兼
学
芸
課
長
←

八
日
市
場
市
立
共
興
小

学
校
長
)

久
保
木
良
(
主
査
1
成
田
市
立
東

小
学
校
教
頭
)

内
山
昭
氏
(
主
査
-
高
校
教
育
課

課
長
補
佐
・
県
立
幕
張

東
高
等
学
校
事
務
長
)

小
野
路
子
へ
学
芸
員
-
県
立
総
高

博
物
館
学
芸
課
長
)

園
転
入
者

糸
賀
茂
夫
(
教
育
庁
社
会
教
育
課

課
長
補
佐
-
副
館
長
)

●

林

康
高
(
教
育
庁
福
利
課
係
長

-
主
査
)

中
村

哲
(
教
育
庁
文
化
課
副
主

査
-
学
芸
課
長
)

中
地
昭
男

(
教
育
庁
文
化
課
文
化

財
主
事
-
主
査
)

森
田

保
へ
教
育
庁
社
会
教
育
課

副
主
査
・
習
志
野
市
立

大
久
保
図
書
館
長
←
主

査
)

金
田
雅
戌
へ
県
立
総
南
博
物
館
学

芸
員
-
学
芸
員
)

内
野

泉
(
新
採
用
・
学
芸
員
)

圏
館
内
異
動

平
野

馨
へ
副
館
長
←
館
長
)

鈴
木
喜
久
夫
(
文
化
財
主
事
←
主

査
)


